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ニュースレター【事務局情報】短編小説「虫」  

 虫   

虫がいる。 

 小さな虫である。じっと動かず、傍目
は た め

からは生

きているのか、死んでいるのかさえ容易には判別

がつかない。 

 しばらく時間が経ってから、ようやく虫はわず

かな身じろぎをした。どうやら生きていたものら

しい。しかしそこからもまた、虫は長い時間をじ

っと過ごしていた。 

 ――ひょいとつまんでみようか。それとも紙で

つついてみようか。横で虫を眺める私にはそんな

意地の悪い考えが頭をもたげた。どちらにしたと

ころで、虫にはいい迷惑に違いない。私は思いつ

いてはみたものの、それを実行に移す気にはなれ

なかった。 

 虫がいる。長いこと、そこにいる。 

 ややあって、私は席を離れた。少し用事があっ

たのだ。 

  

 用事を済ませて元の場所へ戻ると、虫はすでに

いなくなっていた。 

 あれほどまでに動かなかった虫が、何をどうし

て自ら動き出す気になったのか、私には見当もつ

かなかった。 

 虫のいなくなった場所をなんとなく離れる気

になれず、今度は私が、あの虫のようにいつまで

も、その場から動くことをしなくなった。 

 〈ゆいか〉 

 

事務所の花シリーズ「ミニあやめ」あやめ属の中でミニあやめ 春一

番に咲くあやめの仲間で美しく高さ 10 センチに対し花は 3～5 センチと大

きくまだ枯葉の春先に爽やかに咲いています。〈渋谷〉 

連載 「武道宝鑑」第 1 弾  野間清治 <武道の徳>  

〈武道の徳〉１１-⑥  

およそ剣道
けんどう

を志す者、一心の命ずるところ、四肢五体たちどころに之に順
したが

うので

なければ、本当の剣を振ふことは出来ないという事が理解
りかい

出来
で き

るのと同時に、一家に

於いては一家の長に従
したが

い、一社に於いては一社の長に従わねばならぬ道理
どうり

が、理屈
りくつ

で

なしに、強い体験として味得体得出来るのである。忠とか孝とか人間此の上なき大切

な道も剣道は言わず語らずの中に自然に体得せしむるのである。 

剣道には、『無発の発』ということがある。小手
こ て

とか面とかいう技を出さずに、ただ

ジリジリッと敵に向かって迫
せま

り寄
よ

る。其のジリジリで敵の構えを崩し、敵の肝
きも

を碎
くだ

く。ここに何とも言われぬ味
あじ

があ

って、寧
むし

ろ『発又発』の壮快
そうかい

痛烈
つうれつ

なものよりも、更に一段の壮快さ痛烈さを覚え、見学していても息がつまるほど

である。これの如き真剣みのこもった呼吸は、我々日常
にちじょう

の仕事の上にも適応される筈
はず

である。又、形が整って居て

も、心に隙
すき

が出来ていては駄目
だ め

である。構えが無くても心があればよい。 つづく            
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